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「サクセスフル・エイジング」の再定式化への一考察
─ジェロトランセンデンス理論の到達点と課題─

佃 亜樹＊

本稿の目的は，虚弱高齢者を含むより多様な「サクセスフル・エイジング」概念の再定式化のため
の足がかりをつくることである。まず，老年社会学における「サクセスフル・エイジング」が，適応
概念のうち生産性，連続性を重要視する社会的適応を主軸として展開され，それが道具的合理主義の
側面とスローガン的機能を有しており，虚弱高齢者（要介護高齢者を含む）を研究射程に含めていな
いことについて批判的考察を行った。そして，離脱理論の立場からトーンスタムのジェロトランセン
デンス理論の動向について整理することで，高齢者の内的宇宙において生じる「老い」の存在論的な
変化を個人的適応の過程ととらえることができ，とりわけ虚弱高齢者にとっては，その個人的適応を
重視する必要があることが明らかとなった。このことから，高齢者のジェロトランセンデンスの自然
な発達を助け個人的適応を図るためには，相互作用論の立場から他者や社会によるジェロトランセン
デンスの理解とその戦略的促進が不可欠であることが示唆された。そして最後に，段階的「サクセス
フル・エイジング」を提案し，活動理論的「サクセスフル・エイジング」から離脱理論的なそれへの
段階的移行をよりスムーズにするために「老い」に対する柔軟な視点の獲得についての戦略的課題を
提示した。
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はじめに

わが国のみならず，産業の発展した社会が，

それ伴い多死多産社会から少子少産社会へと人

口転換が生じ人口高齢化が促進されることは，

人口学的に広く知られていることである。わが

国においても，少子高齢化，平均寿命の延び，

後期高齢者の増加によって，２００７年度の高齢化

率は２０.８％を記録した。高齢化率は今後も上昇

を続け，２０５５年には４０.５％に達して，国民の２.５

人に１人が６５歳以上の高齢者となる社会が到来

すると推計されている。（高齢社会白書，

２００７）。

このような社会の高齢化に伴い，高齢者の社

会的役割や「老い」に対する意識が大きく変化

してくる（Giddens,2003）。ここで注目される

のが，老年社会学，老人福祉領域において論究

されている「サクセスフル・エイジング」の概

念である。この「サクセスフル・エイジング」

の議論は，活動理論や継続性理論，プロダクテ

ィブ・エイジングに根ざした視点に立つものが

圧倒的である。しかし，後期高齢者の増加に伴

う要介護高齢者数の増加を鑑みると，虚弱高齢

者及び要介護高齢者（以下，虚弱高齢者）を逸

脱者の如くとらえるのではく，それらを「老

い」の過程という視点でとらえていくこと必要

がある。また，「老い」そのものを，病や逸脱と

してとらえないという視点は，ノーマルエイジ

ング，ラディカルエイジング（小倉２００１）と概

念化され，議論が進められている。しかし，健

康高齢者と虚弱高齢者を同じ過程において捉え

る作業は未だ十分に進展しているとは言えな

い。

そこで本稿では，「サクセスフル・エイジン

グ」という近年の研究動向を批判的に検討しつ

つ虚弱高齢者を含むより多様な「サクセスフ

ル・エイジング」概念の再定式化に向けて考察

を深めていきたい。このことによって，超高齢

社会１）において増大が見込まれる虚弱高齢者

の，よりスムーズな適応を促進するための理論

構築に努めたい。

１．老年社会学の理論体系とサクセスフル・エ

イジング

老年社会学の理論は，定年退職を背景とした

高齢者の役割のあり方と，それへの適応を主な

課題としている。そして，研究のキー概念は，

活動とパーソナリティである。まず，活動をめ

ぐってパーソナリティが変化すると考えるのが

離脱理論，反対にパーソナリティが変化しない

と考えるのが活動理論である。このような視点

に立つと，継続性理論も後者に位置づけられ

る。そして，これらの研究の従属変数として最

もよく用いられるのが「サクセスフル・エイジ

ング」である。本章では，老年社会学における

「サクセスフル・エイジング」が，適応概念の

うち生産性，連続性を重要視する社会的適応を

主軸として展開され，それが道具的合理主義の

側面とスローガン的機能を有しており，虚弱高

齢者を研究射程に含めていないことについて批

判的考察を行った。

１-１．離脱理論

老年社会学の理論的歴史は，１９６１年を境に大

きく隔てられる。それまでは漠然とした活動理

論が考えられていただけであった（松村，

１９７８）が，１９６１年にCummingとHenryの共著

『GrowingOld』によって離脱理論が体系化さ
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れた。彼らは，「個人と社会との関係の多くが

絶える，また，それらの存続しているものが質

的に改められる不可避なプロセス」（Cumming

&Henry,1961,p.211）と離脱を定義し，「老い」

に応じて，それぞれの役割が減少すると共に，

他者との相互関係も縮小していくことを明らか

にした。これらは，社会が高齢者に向けて「役

割なき役割」（Burgess,1960;Rosow,1974）を

期待しており，高齢者自身においてもそういっ

た期待に応え社会からの離脱に向かうことが幸

福であるというものである。しかし，離脱理論

は高齢者を社会から排斥する理論，高齢者を受

動的な存在であると捉えていると（高橋，

２０００）批判されることが多く，このことから，

これまで提唱されていた活動理論が体系的に考

えられるようになった。

１-２．活動理論

活動理論の論者として代表的なのはハヴィガ

ースト（Havighurst）であり，高齢者は生物学

上，健康上不可避な変化を除いて，本質的に中

年と同じ心理的欲求をもっており，可能な限り

中年期の活動を継続的に維持することで，満足

した高齢期を過ごすことができるという

（Havighurst,1963,p.419）（Havighurst,1980）。

そのため，高齢者は縮小する高齢期の役割や低

下する社会的地位に対して抵抗し，中年期の

「忙しさを保ち，若くあらねばならないという

ことになる（高橋，２０００，p.１７７）」。

活動理論への主な批判は，役割喪失と獲得に

ついて，個人の主体性と内的動機付けを想定し

ており（Atchley,1999），そして，この理論はア

メリカの中産階級的確信に基づいていることが

挙げられる。また，レモン（Lemon,1972）の

研究以外には，体系的に述べられたものがない

との指摘もされている（古谷野２００３，pp.１４１-

１５２）。しかしながら，ベティーフリーダンの研

究である「老いの泉（BettyFriedan,1993）」に

見られるように，高齢者のネガティブなイメー

ジを払拭することにおいて，活動理論は多くの

支持を集めた。

とはいえ，これらの理論のどちらも「老い」

に対する過度の一般化の試みであり，多様な

「老い」を前にして，両理論の論争は不毛のま

ま１９７０年代に終息した。

１-３．継続性理論

論争は終結しても，離脱理論に対する反証と

して，成人期から老年期にかけてのパーソナリ

ティの安定性・連続性を示す一連の研究が続け

られており（古谷野２００３），これを継続性理論

（Continuitytheory）という。また，継続理論の

主要な提唱者として知られるアチェリー

（Atchley）は，「果たすべき新しい役割を探しだ

すことよりも，むしろ，これまで彼が既に果た

してきた役割に費やす時間を増やすことによっ

て，定年に対処しようとする（Atchley,1976,

pp.112）」と述べている。すなわち，アチェリー

の継続性理論は，高齢者が，自身の過去の経験

やこれまでの社会関係を活かすような適応的選

択を行ない，社会もまたそれによって安定する

ということを前提としている。このように，

「継続性」は，個人と社会双方によって促進さ

れた壮大な適応戦略なのである（Atchley,

1989）。この理論を下支えするものとしてカフ

スマン（Kaufman1986）の『TheAgelessSelf』

があり，彼女は，パーソナリティは変化するこ

となく保ち続けられるとする仮説を実証的研究

から導き出した。
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１-４．サクセスフル・エイジング

このような社会老年学の理論において最もよ

く従属変数として用いられたのが「サクセスフ

ル・エイジング」である。その概念は，１９８７年

アメリカのRoweとKahnが高齢者個人の身体

的・精神的・社会的な機能の維持や高齢期にお

ける適応に焦点を当て，提出した。また，「サ

クセスフル・エイジング」は活動理論と親和的

な関係にあり，１９８０年代以降サクセスフル・エ

イジングに関する研究は，プロダクティブ・エ

イジング（productiveaging）や，エイジレス・

セルフ（agelessself），ロバスト・エイジング

（robustaging），アクティブ・エイジング（active

aging），そして，エイジング・ウェル（aging

well），ポジティブ・エイジング（positiveaging）

などのように，様々な類語として発展してきて

いる（小田，２００３a）。

「サクセスフル・エイジング」の主要概念で

ある適応（adaptation）については，小田が詳細

な概念分析を行っているので，それを参考にし

たい（小田，２００３b）。まず「適応」とは，過程

概念であり，主体である個人のニーズと客体で

ある環境・社会のニーズをともに充足しうる状

態（Atuhley1988,p.373,1987,p.289）である。

また，個人的適応である行動による個人の欲求

の満足と，社会的適応である行動の社会的効果

の充足（前田，１９７２）に細分化される。また，

順応（adjustment）とは，状態概念であり，環

境と調和した状態（小田，２００３b）であると位

置づけられる。

ま ず，高 齢 者 の 心 理 的 に 良 好 な 状 態

（psychologicalwell-being），すなわち個人的適

応に焦点を当てた研究では適応概念は批判され

てきた（Larson,1978）。良好な適応ということ

に関して評価する側の価値判断が強く働くとう

いことと，適応行動が外的条件に大きく左右さ

れるというのがその理由である。しかし，その

後も適応概念は，高齢者あるいは高齢期の生活

を研究する上で有用な概念として用いられてい

ており，「サクセスフル・エイジング」は，老化

や高齢期の生活への良好な適応過程・状態とし

て理解されている（小田２００３b）。

これらの背景には，「サクセスフル・エイジ

ング」をめぐる理論的展開と活動理論との深い

関連がある。高齢者が一般的な他者としての社

会からの役割期待を取得し，その役割を遂行す
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肯定的自我概念が大

生活満足度が高

図１ 活動理論の体系
柴田博編２００７「第６章 高齢者と社会」『老年学要論』建帛社より引用



ること，ここでは「社会に貢献する（アクティ

ブ・エイジングにおいては，主体的な市民であ

ること）」という役割を遂行することによって，

個人の主観的幸福感，生活満足度が増大し個人

的適応を可能にし，それらは同時に社会的適応

でもあるというものである。

このような，「サクセスフル・エイジング」

と活動理論の流れを汲む理論との相互作用は，

プロダクティブ・エイジング理論において象徴

的に見出される。

１-６．プロダクティブ・エイジングとアクテ

ィブ・エイジング

１９８０年代半ばからアメリカのバトラー

（Butler,1975,1985）を中心に「プロダクティ

ブ・エイジング（ProductiveAging）」が発起

し，従来の高齢者像の画期的な転換が図られ

た。まず，バトラーは１９６８年に出版した自身の

著書，“WhySurvive?BeingOldinAmerica”

（Butler,1975）の中で，「人種差別や性差別が，

皮膚の色や性別をもってその目的を達成するよ

うに，老人差別は，年をとっているという理由

で老人たちを組織的に一つの型にはめ差別をす

ること」であると，「ageism（年齢差別）」の定

義を行った。そして，高齢になっても生産的・

創造的な能力を維持している人が多いにもかか

わらず，ステレオタイプの年齢差別によって高

齢者の能力が活かされていないことを指摘し

た。そこで彼は，ボランティア活動や家庭内の

無償労働などの貢献も生産性の概念の中に含め

「生産性／創造性（Productivity）（以下生産性）」

概念を提唱した。このようにバトラーは，生産

性の概念を広く捉えることによって，高齢者を

非生産年齢人口として位置づけ高齢化率の上昇

に伴い介護や社会保障の負担が増すという考え

方から，高齢者の能力に着目し社会はそれを活

かすことができるというように，発想を転換さ

せた。そして，高齢者の生産性の拡大は，高齢

者の個人的適応と社会的適応が良好な状態をも

たらすと考えたのである。

しかし，「プロダクティブ・エイジング（Productive

Aging）」は「道具的（instrumental）」であり，

「経済優先主義（economisitic）」に陥りやすく

（Walker,2002），さらに，これらの理論が想定

している高齢者は，健康で，何事も自分一人で

決定することができる人々であることから，こ

れらの理論で説明できる高齢者は一部の人々に

留まってしまっている（Butler,1985）。また，

このような理論に立脚した場合，虚弱で自立が

困難な高齢者などに対する偏見を生じさせる恐

れがある。

また，１９９０年代にWHOが発表した「アクテ

ィブ・エイジング（activeaging：活力ある高

齢化）」という概念は，ウォーカー（Walker,

2002）らによって精緻化が図られている。前田

は「アクティブ・エイジング」の特徴を「雇用

や生産活動に限定されず，後期高齢者をも対象

とし，生涯にわたるライフコースでの老いるプ

ロセスを意味し，世代間の連帯や公正を重視

し，権利と義務の両者をもち，高齢者の参加と

エンパワメントを促進し，国家や文化の多様性

（diversity）を尊重している（前田２００６，pp,１４

～１５）」と述べ，「市民」と「社会」のパートナ

ーシップの重要性を示唆している。また，EU

では，１９７０年代初期から９０年代後半にかけての

早期引退の促進とその反省から，近年「アクテ

ィブ・エイジング」２）実現のため，雇用と健康，

社会保障，教育，住宅など総合的な取り組みの

必要性が強調されている。その「アクティブ・

エイジング」の内容は，高齢労働者に対する①
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継続的な訓練機会の提供，②職場の安全衛生条

件の改善，③弾力的な作業編成による多様な働

き方の実現，④早期引退促進制度の廃止，⑤積

極的労働市場施策の活用，などである。

しかしここでも，実際にアクティブ・エイジ

ングとして強調されているのは，労働政策やボ

ランティアなどの非営利活動の側面においてで

あり，高齢者が市民活動を担う存在であること

が高齢者と社会との積極的な接点となることを

重要視している点を鑑みると，活動理論，継続

性理論同様に，高齢者はできる限り活動的であ

ろうとすることが求められていると同時に，社

会参加に意欲的なパーソナリティの保持が求め

られていることがわかる。これらもまた，スロ

ーガン的側面が強いとえる。

１-７．「サクセスフル・エイジング」の再定式

の必要性と課題

このような老年社会学の動向から，「サクセ

スフル・エイジング」の条件について，１長寿

２高い生活の質３生産性（柴田２００６）４生活

満足・幸福（Palmor,1979）が挙げられるよう

になり，離脱理論の傾向の強い老年学者から

は，有償労働をふくむ生産性を「サクセスフ

ル・エイジング」の条件に入れることに賛同を

得られているとはいえないが，彼ら以外からは

概ねの同意を得ており，定義として定着してい

る。また，活動的であるということの背景に

は，「孤独」への否定的視点が含まれているこ

とと，このような研究動向において，虚弱高齢

者がその研究の射程にはいっておらず逸脱者と

して取り扱われてしまっていることに注意した

い。

すなわち，高齢者にとって「健康で活動的で

自立的である」ということの価値を証明し，身

体的な衰えや依存性を分離した「サクセスフ

ル・エイジング」の試みは，加齢という「老い」

の困難性と失敗を示す科学的示唆としての潜在

的機能を有するのである。その結果，「老い」

は以下のように明確にカテゴリー化された。一

つは，自立（self-reliance），健康（health），自

然死（naturaldeath）と救済（salvation），によ

って特徴づけられる成功版と，病気（disease），

依存（dependency），早死に（prematuredeath）

と天罰（damnation）（Cole,1997p.162），そし

て孤独（solitude）によって特徴づけられる失

敗版である。このことから，コールは，身体的

な衰えや依存性のなかにあっても，高齢者は

「英知（wisdom）や精神的な成長（spiritual

growth）というような異なった方法で発達する

ことを認め，成功と失敗というパラメターを分

解する方法が必要である」と指摘する。また，

ランダルとケニヨン（RandallandKenyon,2000）

は，英知（wisdom）をめぐるナラティブ・アプ

ローチによる研究において，老年期における喪

失体験が洞察と精神的な発達を促進する可能性

を示唆している。このように，近年，何が成功

で何が失敗なのかという現在的な「サクセスフ

ル・エイジング」の基準，定義自体の見直しへ

の示唆に富んだ主張がされている。

しかし，生産性と連続性を重視する「サクセ

スフル・エイジング」の背景には，高齢化する

社会における生産年齢人口比率の拡大という社

会的機能が期待されており，とりわけ，超高齢

社会の到来を目前にしたわが国においてはそれ

が積極的に肯定される傾向があると言える。た

とえば，平成１２（２０００）年の厚生白書において

提出された「新しい高齢者像の創造」に見られ

るように，高齢者の退職後の生活適応と主観的

満足は高齢者の能力の活用によって促進される
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という視点が強調され，「プロダクティブ・エ

イジング」の理念の浸透が促進されているとい

える。しかし，超高齢社会であるからこそ，高

齢者の生産性の拡大と同時に，増大する後期高

齢者，虚弱高齢者を阻害しない福祉社会の創造

に努めなくてはならないのではなだろうか。

このように，社会的にも，学問的にも，虚弱

高齢者を含めた多様な「サクセスフル・エイジ

ング」のあり方について検討する必要がある。

それには，成功と失敗という基準の見直しを行

うこと，もしくは，成功と失敗という二元論的

な見方そのものを見直すことが求められる。そ

こで，多様な「サクセスフル・エイジング」に

ついて論究するために，これまで批判の対象と

されてきた離脱理論に着目したい。しかしそれ

は，高齢者は社会から離脱するほうが社会と個

人双方にとって良いというものではない。ここ

で着目するのは，活動をめぐるパーソナリティ

の変化という，離脱理論の視点である。まず，

超高齢社会における虚弱高齢者の「サクセスフ

ル・エイジング」を考察する際，高齢者の生産

性の拡大とそれを達成することによる社会的適

応を軽視することは難しいのではないかと考え

られるからこそ，そういった社会的適応への価

値意識やそれによる社会的機能を否定せず，そ

れとの連続性のなかで虚弱高齢者の「サクセス

フル・エイジング」について考察する必要があ

るのではないか。それには，社会的適応への価

値意識を超え，ままならない身体と共に生きる

なかで個人的適応への価値意識を重視するとい

う，価値意識の転換，パーソナリティの転換が

求められる。問題は，そのような価値意識の転

換がいかにして行われるという過程にあるので

ある。

そこで，本小論では，離脱理論の立場に立

つスウェーデンのトーンスタム（Tornstam）

の提唱するジェロトランセンデンス理論

（Gerotranscendence）に着目し，虚弱高齢者を

も含めた「サクセスフル・エイジング」概念の

再定式への考察を深めたい。

２．ジェロトランセンデンス理論の到達点と課題

本章では，トーンスタムの提唱したジェロト

ランセンデンス理論に関する論文をレビュー

し，本理論の到達点と課題を挙げた。まず，ジ

ェロトランセンデンスは，社会関係の変化，道

徳，社会規範などの文化的要因，そして個別に

経験するライフイベントに影響を及ぼされてい

た。そして，ジェロトランセンデンスの発達

は，とりわけ虚弱高齢者おいて個人的適応の重

要性を示唆するものであることが明らかとなっ

た。課題は，「超越」「存在論」などの重要概念

の定義が十分に行われていないことと，実証研

究で得られた結果の概念化がされていないこ

と，ジェロトランセンデンスの到達が及ぼす社

会的意味についての論究が不十分であることが

挙げられた。

２-１．西洋文化と東洋文化としての禅

～老年期の発達に与える影響～

これまでの社会老年学の理論は，内向的ある

いは孤独である時間を重要視し，社会貢献活動

に積極的でない高齢者，身体的な衰えや依存性

の高い状態を「サクセスフル・エイジング」を

達成していない状態であると判断し，研究の対

象としてこなかった。しかし，トーンスタムが

行った孤独に関する調査（Tornstam.L,1988）

では，役割の喪失や他の損失にもかかわらず，

孤独に関する意識は年齢が高くなるほど減少
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し，孤独の癒しとしての他者との相互作用は年

齢にしたがって減少したという結果を得てい

た。そこで彼は，離脱理論の立場から，これま

での相互作用論も，エリクソン（E.H.Erikson）

による自我の発達理論も肯定化するなかで，高

齢期における生活満足の問題を高齢期以前の物

質主義的で合理的な観点から宇宙的かつ超越的

な観点へのよりメタ・パースペクティブ分析を

行わなければ，「老い」に対する十分な説明を

行うことができないと考え，ジェロトランセン

デンス（超越的老い）という概念を提出した。

まずトーンスタムは，「ジェロトランセンデ

ンス─離脱理論のメタ理論的再定式化」

（Tornstam,1989）のなかで，老年研究がメタ理

論的なパラダイムに到達するためには，実証主

義的な見方も確保しておかなければならないと

主張する。それは，禅宗信者の発言は，西洋人

のメタ理論的パラダイムの観点からは理解が困

難な場合があるからである。たとえば，「あな

たと私は同じ実体の一つである」や「現在，過

去，未来が同時に存在する」という考え方や

（Tornstam,1996a,p41），西洋の絵画と禅宗の

それとを見比べたとき，禅宗信者は，無限の広

がりと透過性的な境界をもつ宇宙世界のパラダ

イムのなかで生きていることがわかる。また，

トーンスタムは，おそらく禅宗信者にとって

「西洋人は，制限的で脅迫観念に陥っていて，

唯物論的（materialistic）なパターンを示してい

ると理解されているだろう」と述べている

（Tornstam,1989,p58）。トーンスタムにとっ

て，禅宗信者は，世俗的なイデオロギーとりわ

け西洋的な道徳的，社会的価値規範に拘束され

ない自由な存在として位置づけられており，そ

して禅宗信者の世界観，内的宇宙のあり方か

ら，ジェロトランセンデンスへの示唆を得たの

である。

このようにトーンスタムは，西洋と非西洋の

人々の特質（essences）を存在論（ontology）的

に比較することで，西洋的な道徳的，社会的価

値がジェロトランセンデンスの発達に及ぼす影

響についての仮説を提出した。

２-２．ジェロトランセンデンスの概要

１９９２年に刊行された“TheQuoVadisof

Gerontology:On theScientificParadigm of

Gerontology,”において，トーンスタムは「私

たちは高齢者に私達の基準や理論を押しつけて

いる。同時に，理論上の予測からの逸脱が異常

で，病理学的であると，私達の決めた用語を当

てはめてしまっている。（Tornstam,1992,

p322）」と指摘し，更に，これまでの老年学研

究を「学際の神話」であると厳しく批判した。

すなわち，重視すべきは個人的適応であって，

社会的適応を過度に重視したこれまでの研究を

強く批判したのである。その後，「ATheoretical

andEmpiricalExploration」と題された１９９４年

の論文（Tornstam,1994）において，加齢に伴

い個人に認められる連続的な変化について触

れ，それらをジェロトランセンデンスとして位

置づけている。それから彼は，ジェロトランセ

ンデンス理論について語る場合に，そうした変

化をジェロトランセンデンスの徴候や次元とし

て記述するようになった（Tornstam,1996a）。

また，老年看護，介護現場のスタッフに対する

調査においては，高齢者を取り囲む身近な他者

が，活動理論的価値規範に基づき活動的でない

思考や行動を「逸脱」として捉えてしまってい

る実体を明らかにし，ジェロトランセンデンス

の概念を彼らが共有化することによって得られ

る効果について検証した。
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ジェロトランセンデンスの特徴を挙げると以

下のようにまとめることできる。

ⅰ．ジェロトランセンデンスの理論は，活動理

論や，「老い」を個人の発達過程にあるもの

であるというエリクソンの発達理論に反する

ものではないが，個人が「英知」によって

「自我の統合」を果たし，その上で過去を振

り返って満足しているというエリクソンの主

張とは異なる。

ⅱ．ジェロトランセンデンスは，「老い」（高齢

期を生きるというプロセス）に伴う自然な発

達の過程である。

ⅲ．離脱理論が引き篭もりと結びついているの

に対し，ジェロトランセンデンスは社会活動

と明確に相関関係がある。特に，個人の主導

権を与えられた活動において。

ⅳ．ジェロトランセンデンスの発達には「孤

独」の必要性が示唆される。

ⅴ．高い段階のジェロトランセンデンスは，生

活満足度と社会活動の満足度の両方ともが高

い段階にある。

ⅵ．社会活動は，生活満足の本質的な要素とし

ては弱い。

ⅶ．ジェロトランセンデンスには三つの次元が

ある。これについては，小田・中嶌（２００１）

による要約を参考にしたい。

ａ宇宙的次元：時間と空間の再定義─過去と現

在の境界の超越，世代的連続性の自覚，死に

対する恐怖が消えて生と死についての新しい

認識，生命の神秘性の受容，小宇宙の中に大

宇宙を経験する喜び。

ｂ自我の次元：自我の再定義─自己の隠された

面の発見，自己中心的な世界からの撤退，肉

体の超越，自己の超越─利己主義から利他主

義への移行，内面の子どもの再発見，自我の

統合。

ｃ社会関係の次元：関係の重要性と意味の変化

─表面的な関係に対する関心の減少と選択的

関係，役割の再定義（時には役割放棄），無垢

の解放，現代的禁欲主義─財産の重さの理解

と禁欲主義からの自由，日常の知恵（善悪の

区別や判断の保留，アドバイスを与えること

の難しさの認識，善悪二元論の超越。

２-３．ジェロトランセンデンスの発達パターン

トーンスタムと同じ大学の研究チームに属す

るWadensten&Carlssonは，２００３年「Theory-

drivenguidelinesforpracticalcareofolderpeople,

basedonthetheoryofGerotranscendence」

（Wadensten&Carlsson,2003）において，ジェ

ロトランセンデンスの発達に影響を与える要因

について分析し，人生の途上で遭遇する様ざまな

危機（lifecrisis），文化的要素（culturalelement），

世話志向性（caringclimate）は，ジェロトラン

センデンスの発達過程を阻害し，促進しもする

ことを明らかにした。すなわち，人間が社会的

存在であるが故に，個人のジェロトランセンデ

ンスの発達は，歴史的／文化的要因と深いかか

わりがあるのである。また，それらは他者との

相互作用によって内在化されるという視点か

ら，ジェロトランセンデンスの発達において他

者の存在が強い影響を及ぼすと考えられる。

ま た ト ー ン ス タ ム は，２００３年 の

「Gerotranscendencefrom youngoldagetoold

oldage」（Tornstam,2003）において，ジェロト

ランセンデンスの発達パターンを提示した。そ

れは，１９９５年に行った調査（２００２人のスウェー

デン人回答者（２０-８５才）と，２００３年に行った調

査（１,７７１人のスウェーデン人回答者（６５-１０４

才））の両調査を比較しつつ分析されている
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（Tornstam,2003）。１９９５年度の調査において

は，ジェロトランセンデンスの発達における性

差に着目しており，８５歳以上の高齢者における

特性をとらえることができなかったことやジェ

ロトランセンデンスと生活満足度に相関関係が

見出せなかった等の課題が残った。そのため，

２００３年度の調査において，それらの課題をより

詳細に検証するとともに，新たに以下のことを

検証した。

まず，ジェロトランセンデンスの発達におい

て，宇宙的超越（Cosmictranscendence），一貫

性（Coherence），孤独（Solitude），の必要性の

なかに，発達上の変化のパターンがあることを

明らかにした。それらは，社会的マトリックス

要因（socialmatrixfactors＝性別，年齢，婚姻，

社会的地位，住宅，前の職業，年収，婚姻関係，

子供との関係，活動）と事件影響要因（incident

impactfactors＝病気や人生における危機）に

よる影響の差異において検証された。以下はそ

の詳細である。

ⅰ．宇宙的超越スケールとジェロトランセンデ

ンスとの関係の特徴は以下のようにまとめら

れる。

・宇宙的超越スケールは年齢と共に社会的マト

リックス要因と事件影響要因によって影響を

うけつつ上昇するが，６５才以上の老年期には

いると両要因による影響をうけなくなる傾向

がある。

・人生の危機は高齢男女において異なった影響

を及ぼす。６５才以上の女性において人生の危

機は宇宙的超越スケールに対する影響を失

う。

・過去２年以内に生命危機を経験した９５才以上

の男性は，宇宙的超越スケールが低下した。

宇宙的超越スケールが低下する者の特徴は，

そのとき，またはかつて自営業であったか，

宇宙的超越スケールが高い高学歴者であっ

た。

・生活満足度と社会的な活動は，宇宙的超越と

強い相関関係にある。

ⅱ．一貫性スケールとジェロトランセンデンス

との関係においては，老年期における社会的

マトリックス要因と事件影響要因による影響

という点において，宇宙超越とは異なること

が明らかとなった。それは，両要因が独立し

て影響を及ぼすという点である。その特徴は

以下のようにまとめられる。

・男女共に，年齢と共に成人期初期から一貫性

スケールが上昇する。

・男性は，３５～４４才の間で一時的に低下する。

・男女共に，６５～７４才の間に一貫性スケールは

最大値に達し，その後平らになる。

・男女共に，６５～９４才と比較して９５才以上から

一貫性スケールがなだらかに低下する。

・一貫性スケールにおいて，６５才以上の男女に

おいて差はなかったが，性差以外に影響を及

ぼす因子として以下が挙げられる。

＊離婚経験のある未婚の男女は，未亡人と男

やもめ，そして既婚の男女，同棲している

男女と比較して，一貫性スケールが低い。

＊生命の危機または病気を経験した者の一貫

性スケールは低い。

＊高所得者は，一貫性スケールが高い。

ⅲ．孤独スケールは，宇宙的超越スケールと似

た傾向を示す。そして，それらは年齢によっ

て発達し，やもめ暮らしや，離婚，病気など

のマトリックス要因と事件影響要因による影

響をうける。

最後にトーンスタムは，宇宙的超越と生活満

足度との関連について再度取り上げ，これまで
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の研究で両変数の強い相関関係が認められてお

り，今後，その関係に関する詳細な研究が必要

であることを示唆している。

２-４．ジェロントラセンデンスの実証研究～

ジェロトランセンデンスの実用性～

トーンスタムは，高齢者介護などの臨床現場

のスタッフや近親者が，ジェロトランセンデン

スの自然な発達を阻害している可能性について

言及し，ジェロトランセンデンスの普及も重要

な課題であることを示唆している。そこで本項

では，老人看護，介護に従事する援助者，そし

て高齢者本人において，ジェロトランセンデン

スの理論的理解の必要性を裏付ける実証研究を

紹介していく。また，これらの研究は，ジェロ

トランセンデンスが実用性に富んだ研究である

ことを裏づけている。

２-４-１．活動理論中心の理解

看護従事者におけるジェロトランセンデンス

的行動についての解釈の共通点は，彼らが活動

理論に基づいており，ジェロトランセンデンス

的行動を認知症の徴候として理解していたこと

である。このように多くのスタッフは，活動理

論を主軸として高齢者の行為を理解しており，

ジェロトランセンデンス的行動は，無気力がも

たらす否定的な結果とみなされていた。このこ

とから，高齢者とスタッフとの関係に関する新

しい枠組みの構築が不可欠であるといえる。

（Tornstam&Tornqvist,2000）

２-４-２．理論的ツールの必要性

スウェーデンで働く高齢者看護職員に対し，

「高齢者の発するジェロトランセンデンスのサ

インをどのように解釈したか」についての面接

調査を行った。多くの看護職員が高齢者のジェ

ロトランセンデンスのサインに気付いたと述べ

た。しかし，彼らの解釈は非常に可変的であっ

た。また，いくつかのケースによっては，その

ようなサインは「病理学的である」と解釈され

るかもしれないと指摘された。このような指摘

は，スタッフには他の解釈をするどんな理論上

のツールも持っていないことが原因であると考

えられる。今後，看護職員において，高齢者の

示す様々なサインに対してより適切な理解を示

すためにも，ジェロトランセンデンスに対する

理論的理解が求められ，それによって，看護現

場での新たなアプローチの開発が可能となるで

あろう。（Wadensten&Carlsson,2001）

２-４-３．高齢者からみたジェロトランセンデ

ンス理論の実用性

高齢者グループに自身が歳をとることについ

て議論していただいた。そして，ジェロトラン

センデンスの理論についてのビデオプレゼンテ

ーションを行い，さらに，ビデオに描かれてい

た『年をとること』の理論について議論してい

ただいき，これを高齢者自身の老いる経験に基

づいて再考察していただいた。その結果①すべ

ての女性には，何らかの場面で理論に一致した

『年をとること』の経験があった。②彼らは，

ビデオで描かれた「老い」の理論が，自身の思

い描くものに合致すると概ね同意した。③彼ら

は，グループで「老い」について議論すること

がとても興味深く，実り多いと述べた。④ジェ

ロトランセンデンスは，彼らに「老い」のより

前向きな見地を示唆し，それらは有益であると

評価された。（Wadensten,2005）

これらの調査で明らかとなったことは，『ま

ず高齢者をとりまく他者の立場とりわけ臨床現
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場においては，①活動理論が支配的であった。

②しかし，ジェロトランセンデンスという新た

な視点を獲得することによって，これまで病理

的な兆候としてとらえられてきたものに対する

新たな理解が得られた。③今後の課題は，明確

な判断を下すために理論的ツールの獲得であ

る。そして，④ジェロトランセンデンスは高齢

者の立場からみても共感されるものである。⑤

そして，ジェロトランセンデンスという新たな

視点は，高齢者自身が自己の「老い」に対する

見方をより肯定的なものにする』ということで

ある。とりわけ①，②は，社会福祉領域の援助

技術において重要な示唆であると言える。しか

し，ジェロトランセンデンスの兆候と認知症の

病理的な兆候が混同されることが多かったと指

摘するにもかかわらず，両者の区別の困難性に

着目していないことには注意が必要である。そ

れが明確に行われないことには，ジェロトラン

センデンスの理解に浸透を図ったとしても十分

であるとはいえない。それには今後，ジェロト

ランセンデンスと老年医学との連携が期待され

る。

２-５．ジェロトランセンデンスに基づく臨床

現場における理論的ガイドライン

トーンスタムと同じ研究チームである

WadenstenとCarlssonは，介護，老人看護の臨

床現場において，職員がより高齢者個人の自由

なジェロトランセンデンスの発達を促進するた

めのガイドラインを作成した。作成方法は，フ

ォーカス・グループインタビュー法である。ま

ず，高齢者施設の職員で構成されたグループに

ジェロトランセンデンス理論について議論して

いただき，そこで挙げられた提案をガイドライ

ンの組織化の基礎として用いた。その結果，

「個人」「活動」「組織」という３つのレベルにお

けるガイドラインが引き出された。（Wadensten

&Carlsson,2003）

ⅰ．個人について（Focusontheindividual）

〈テーマ１〉ジェロトランセンデンスのサイン

に類似しているふるまいが老化に伴う正常なサ

インである可能性を認めてください。

○：ジェロトランセンデンスの徴候を老化に伴

う通常のサインと認める。

×：ジェロトランセンデンスの徴候を好ましく

ないと考える。

×：ジェロトランセンデンスの徴候がみられた

際，常に，それが誤りであると指摘し，彼らの

ふるまいを変えさせようとする。

〈テーマ２〉外見による先入観をもたないでく

ださい。

○：健康と物理的な制限に焦点を合わせない話

題を選ぶ。

×：常に，高齢者が通常どのように感じるかに

ついて，入居者（residents）に尋ねる。

〈テーマ３〉時間に対し，より多角的な定義を

与えてください。

○：過去，現在，将来の境界が越えられるよう

に，高齢者には時間の異なる認識があることを

理解し，尊重する。

○：高齢者が過去の体験を話す機会を積極的に

つくる。聞き手となる人にそう依頼することも

有効である。

×：常に，時間について老人の誤りを指摘す

る。たとえば，「それは過去のことですよ」な

ど。

×：常に，高齢者を現実世界に戻そうとする。

〈テーマ４〉死に関する考えや会話をしてくだ

さい。
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○：高齢者の誰かが死について話すとき，それ

を聞き，彼らに話しをさせる。そして，質問を

して，更なる考えを刺激する。

○：入居者のうち誰が死んだのか，入居者であ

る高齢者に知らせる。そして，それについて話

すことを妨げない。

×：高齢者が死について話し出したら，うまく

他の話題に話しをそらせる。

〈テーマ５〉高齢者の自己啓発を容易にして，

それを促進するような話題を提供してくださ

い。

○：高齢者がどのように感じるか尋ねるかわり

に，朝，彼らが何を夢見たかについて尋ねる。

彼らが夢をみていた場合，夢についての質問と

それが意味するかもしれないものを尋ねる。

○：幼児期について回想してもらい，そして，

彼らの人生がどのように展開してきたのかにつ

いて話してもらう。

ⅱ．活動について（Focusonactivities）

〈テーマ６〉新しいタイプの『活動』を受け入

れ，構築し，採用して，高齢者のジェロトラン

センデンスの発達を促すために，彼らを励まし

支えてください。

（下記に挙げられるいくつかの方法は，実行可

能なものであり，適切であった。）

○：高齢者に，一人でいたいか，『活動』に参加

したいかどうか，彼ら自身に決めてもらう。

○：高齢者によるグループまたは個々の会話に

おいて，『年をとること』について議論し，彼ら

のジェロトランセンデンスの発達を促す。

○：回想法（reminiscencetherapy）を導入す

る。例えば生活史を書きとめる，生活史につい

て話して，スタッフと討議する，他の高齢者と

生活史について話しをするなど。

○：思い出の品を配置する。回想によって，集

団的無意識と接触することが期待される。

×：準備された活動に参加することが，常に最

良の手段であると考える。

×：準備された活動に理由なく参加しない高齢

者がいれば，参加するよう口うるさく言う。

×：準備された活動に理由なく参加しない高齢

者がいれば，なぜ参加しないのか質問したり，

多くの時間を一人で過ごしたがっていることを

問題視する。

ⅲ．組織について（Focusonorganization）

〈テーマ７〉静かにすることや，静寂な場所で

時間を過ごすことを奨励し，促進してくださ

い。

○：休息の瞬間や，高齢者が部屋で一人の時間

を過ごしたいという気持ちを尊重するよう，組

織し計画することを心がける。

○：高齢者が自室で食事を取りたいと望むな

ら，そうできるよう組織する。

×：以下のことを推奨するために，メインルー

ムで大人数の活動を組織する，または一日中，

談話室でテレビやラジオをつける。

×：高齢者に理論とガイドラインについての知

識を身につけさせる。

×：高齢者がガイドラインに従うように，組織

づくりをする。

×：高齢者がガイドラインを成し遂げられるよ

う，トレーニングを受けさせる。

このようなガイドラインを作成することによ

って，援助者の価値判断によって生じる高齢者

に対する援助行動の差異や，ジェロトランセン

デンスの発達を阻害する援助行動を出来る限り

排除しつつ，発達の促進を図ることができる。
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そして，本ガイドラインは，個人，活動，組織

という多角的な視点で具体例を挙げられており

理解しやすい。また，臨床現場においては，高

齢者の正常なジェロトランセンデンスの発達を

助けるための「環境づくり」に着目し，決して

高齢者自身に教育的
毅 毅 毅

対応を行わないという姿勢

が保たれていることがわかる。これらは，ジェ

ロトランセンデンスが自然な発達の過程であ

り，教育による社会化を促すこととは異なるこ

とが強調されているといえる。

しかし，これらのガイドラインに沿った対応

をするには，高齢者一人ひとりの判断，意見，

そして彼らの語りについて個別に対応する場面

が多く必要となっており，人材の確保という問

題を解決しなければ実行は困難であろう。

２-６．ジェロトランセンデンス理論の課題

このように，社会関係の変化，道徳，社会規

範などの文化的要因，そして個別に経験するラ

イフイベントに影響を及ぼされ，とりわけ人々

の「人生の危機を乗り越えようとする，または

乗り越えてきたこと」による内的宇宙において

の変化が，ジェロトランセンデンスの発達の促

進に寄与することが明らかとなっている。以上

が，ジェロトランセンデンス理論の到達点であ

る。また，ジェロトランセンデンスは，未だ発

展段階にある理論であり，以下のように，いく

つかの批判や課題点も挙げられる。

２-６-１．批判１：ジェロトランセンデンスの

構造の可視化

ジェロトランセンデンスは，「老い」（高齢期

を生きるというプロセス）に伴う自然な発達で

あると主張されており，重要なのはその媒介変

数としてのライフイベント，身体機能の変化，

社会関係の変化である。しかし，そのようなジ

ェロトランセンデンスに影響を及ぼす多くの変

数同士の関連を明確に概念化できていない。こ

のことから，ジェロトランセンデンスの構造を

可視化することが困難となっている。

２-６-２．批判２：トーンスタムの本質主義

的，個人主義的な視点

HåkanJönsonと JanArneMagnussonもま

た，ジェロトランセンデンスのプロセスを，

「自我の再構成や他者との関係（基本的な実存

的問題の新たな理解のような）の再構成の経験

であり，そして，ジェロトランセンデンスの三

つの次元は，存在論的な変化である」と指摘す

る。そして彼らは，トーンスタムのジェロトラ

ンセンデンス理論について以下のように批判し

ている。（Håkan&Jan.2001,p,320）

トーンスタムは，人間の意識における“us”と

“them”という質的な区分を，“Westerners”と

“Orientals”のようなtheSelfとtheOtherという

非常に本質主義的（essentialist）な視点でとらえ

ている。また，社会的な環境がagingの「自然な」

発達の障害ともなり潜在的な力ともなるとaging

における内的な個性を強調することは，非常に個

人主義的（individualist）な視点である。

トーンスタムにとって禅宗信者は，世俗的な

イデオロギーとりわけ西洋的な道徳的，社会的

価値規範に拘束されない自由な存在であり，彼

らの内的宇宙とジェロトランセンデンスの世界

観とを重なり合わせている。しかしその際，西

洋に居住する禅宗信者，東洋に居住する西洋人

などの存在は想定されておらず，西洋的な道徳

的，社会的価値規範と，禅宗的な思想という区

分を空間的な区分と同義に用いてしまっている

のである。
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２-６-３．批判３：実証性重視の傾向

トーンスタムと彼らのチームは，ジェロトラ

ンセンデンスの理論的精緻化よりも，調査研究

によるジェロトランセンデンスの実証性の検証

に力を注いでいる。まず，「超越」に関する概

念定義，「存在論的な変化」に対する詳細な理

論的説明がされていない。また，ジェロトラン

センデンスという「存在論的な変化」が存在す

ることの実証研究を中心に展開しており，高齢

者という社会的存在に対する説明が不足してい

る。すなわち，前者の存在論が高齢者の内的宇

宙における老いという存在そのものと存在者と

の関係に着目したものであれば，後者は，実在

論的な高齢者という存在者の社会的存在論であ

るといえる。そして，「存在論的な変化」に関

して，HåkanとJanは，ジェロトランセンデン

スのプロセスを，「老いの再魔術化（There-

enchantmentofaging）」（Håkan& Jan.2001,

p,326）と表現している。このようにジェロト

ランセンデンスを「老い再魔術化」として位置

づけるならば，ジェロトランセンデンスは社会

学においても重要な研究課題であるといえよ

う。そして，社会学的な視点において，「老い

の再魔術化」がもたらす社会的な意味について

の考察も必要となってくると筆者は考える。

２-６-４．批判４：「超越論」の概念規定の未

徹底

批判３と関連した事項として，ジェロトラン

センデンス理論は，「存在論」だけではなく，そ

の基幹概念である「超越論」についての概念定

義を明確に行っていない。ジェロトランセンデ

ンスで用いられる「超越」とは，Håkan&Jan

が指摘するように「再魔術化」であり，「俗から

聖へ」ととらえてよいのか？また，生産性から

の離脱という，社会的な側面における「超社会

化」的側面について更なる言及が求められるの

ではないだろうか。

３．「サクセスフル・エイジング」の再定式化

への一考察

トーンスタムが指摘する「西洋において重要

視される道徳的，社会規範」の浸透は，近代化

による「主知主義的合理化」による「老い」の

「意味」の喪失であり，「道具的合理性」の追求

によって「未曾有の非生産集団（老人）を生ぜ

しめ」（木下，１９９０，１９９３）高齢者を非生産的な

存在として位置づけてしまった。その結果，定

年退職後の高齢者のように生産性から離脱せざ

るをえなくなった高齢者は，自身の存在そのも

のに対するニヒリズムを克服し，生産性から離

脱する自身への葛藤を克服するために，常に自

己再帰的に「老い」と対面し自身にとっての

「老い」とはなんであるのかの問いなおしをお

こなわなければならない。そのなかで，高齢化

する社会は，プロダクティブ・エイジングに基

づく発想の転換に伴い，高齢者に向けて活動的

であるという役割期待を向け始めた。連続性・

生産性を保持できる健康高齢者は，その役割期

待に応えることが「できる」が，虚弱高齢者は

そうはいかず葛藤が生じてしまう。このとき，

虚弱高齢者において，「できない」のではなく

「しない」という意味づけ（Tornstam,1996b）

が可能となり葛藤が克服されることで，個人的

適応が達成されるといえる。

このように，ジェロトランセンデンス理論と

は，高齢者の内的宇宙において「老い」そのも

のの「存在」が質的に変化していく，「老い」の

存在論的な変化過程であり，これらはポストモ
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ダニズム的展開であるということができる

（Tornstam,1996b.1998）。また，「サクセスフ

ル・エイジング」理論は，生産性と連続性を重

視するかたちで展開されてきたことは，「Ⅰ。」

において確認してきた。これに対し，生産性か

ら離脱する者をも射程とした「サクセスフル・

エイジング」について考察する場合は，離脱理

論の立場から高齢者の「老い」をよりメタ・パ

ースペクティブ的視点において捉えることの重

要性を強調したトーンスタムのジェロトランセ

ンデンス理論から重要な示唆を得ることがで

き，それは以下のようにまとめることができる。

３-１．段階的「サクセスフル・エイジング」

とそれをめぐる課題

１．個人的適応の重要性を重んじる新たな価値

高齢者の社会的適応と個人的適応は双方共に

達成されることが重要であるが，とりわけ生産

性を求められる社会的適応が困難な虚弱高齢者

においては，個人的適応を重視し，それらを社

会的にも評価することが重要である。そのため

には，まず高齢者の周囲を取り囲む他者や社会

が，個人的適応を重視するという価値意識を社

会的に認め，高齢者の個人的適応を妨げないた

めの戦略を立てる必要がある。すなわち，「活

動的な高齢者という役割期待」や「役割なき役

割という役割期待」ではなく，高齢者がそれら

から自由になれるような対応，（２-５で挙げら

れたガイドラインのような戦略的対応）が求め

られるのである。

とはいえ，超高齢社会における高齢者の生産

性の維持，開発は重要な課題であり，それらの

スローガン的側面の担う社会的機能を一概に批

判することはできない。また，とりわけ健康高

齢者においては，それらの役割期待から完全に

自由になることや，役割期待がなくなることは

考えにくい。すなわち，超高齢社会における生

産年齢人口の拡大や高齢者の生産性の拡大の必

要性が求められるなかで，健康高齢者は他の若

い世代の者と同様に，市民として社会的負債の

償却に始まる自由３）を得る存在として位置づけ

られることは筆者にとって批判の対象ではない

ということである。重要なことは，虚弱高齢者

を前にした際，生産性そして連続性の価値の見

直しを図らなければ，それらは虚弱高齢者を阻

害してしまうこととなるのであり，筆者はそれ

を批判の対象といているのである。

このように，虚弱高齢者においては，彼ら自

身が生産性，連続性の価値意識から自由になる

こと，または社会や彼らの周囲を取り囲む他者

が，虚弱高齢者をそれらから自由な存在として

取り扱うことが，彼らの個人的適応にとって不

可欠となる。すなわち，とりわけ虚弱高齢者に

おいて，個人的適応の重要性を重んじる新たな

価値の創造が求められるのである。

２．段階的「サクセスフル・エイジング」～

「老い」に対する柔軟な視点～

個人的適応の重要性を重んじる新たな価値を

「サクセスフル・エイジング」においても代入

するならば，これまでの，一貫性を伴う成功と

失敗という二元論的「サクセスフル・エイジン

グ」ではなく，健康高齢者のそれと虚弱高齢者

のそれとにおいて異なる次元の「サクセス」の

基準を設けることが求められる。ここで重要な

ことは，何が「サクセス」であるのかという価

値判断が，加齢に伴う様々な変化の過程のなか

で，多様であると同時に段階的である必要があ

るということである。すなわち段階的「サクセ

スフル・エイジング」である４）。

立命館産業社会論集（第４３巻第４号）148



段階的「サクセスフル・エイジング」には，

同一過程において多様な「サクセスフル・エイ

ジング」が存在するという認識が重要である。

まずは，社会的適応と個人的適応の両方が重要

視される「活動理論的サクセスフル・エイジン

グ」（主に健康高齢者を対象）と，より個人的適

応が重要視される「離脱理論的サクセスフル・

エイジング」（主に虚弱高齢者を対象）という

２段階区分を設定する。そして，前者と後者ど

ちらかをより望ましいとするのではなく，どち

らも肯定的にとらえられる必要がある。最も重

要なことは，前者から後者への段階的移行がス

ムーズに行われることである。そのために，高

齢者自身そして彼らを取り囲む他者，社会にお

いて「老い」に対する柔軟な視点の獲得が求め

られる。

すなわち，これまでの社会老年学は定年退職

に伴う適応問題を取り扱っていた傾向が強い

が，今後は，その後の虚弱な身体との関係にお

いても着目し，高齢期の長期化に伴う段階的視

点を導入しなければならない状況となったとい

える。（定年退職⇒生産性・連続性の維持（パ

ーソナリティの維持）⇒虚弱な身体⇒生産性・

連続性からの離脱（パーソナリティの変化））

３．離脱理論的「サクセスフル・エイジング」

の課題

虚弱高齢者を対象とした離脱理論的「サクセ

スフル・エイジング」とは，ジェロトランセン

デンスの発達，高次のジェロトランセンデンス

への到達を指す。すなわち，身体的な衰え，依

存性が増すことによって生産性が保てなくなっ

た虚弱高齢者が，世俗的なイデオロギーとりわ

け西洋的な道徳的，社会的価値に拘束されない

自由な存在となることで，個人的適応を達成し

ていくというものである。しかし，虚弱高齢者

が増えると介護や社会保障の負担が増すという

事実と対面し，世代間対立が顕在化するなか

で，離脱理論的「サクセスフル・エイジング」

が受け入れられるかという問題は深刻である。

また，ジェロトランセンデンスがわが国におい

ても適応可能であるのかの検証を行う必要があ

り，これらは根本的な課題である。

おわりに

「サクセスフル・エイジング」が高齢者個人

の問題にとどまらないのは，人間が社会的存在

であるからであり，高齢者が自身の「老い」に

満足するかどうかは，他者との相互作用のなか

で自身に向けられる評価や期待に大きく影響さ

れる。また，わが国は，地方分権化，「地域福祉

の主流化」５）として位置づけられるように，福

祉社会の創造を促進している。それには，強い

市民だけでなく弱い市民をも含めたソーシャ

ル・インクルージョンを達成するために，強い

市民から非生産的な弱い市民に対する，そして

弱い市民自身に内在化されたスティグマ取り除

くことは重要な課題であり，またそれらは，弱

い市民としての高齢者が自身を否定することな

く幸福に生きるためにも不可欠である。このよ

うに，本小論のテーマとして取り上げた「サク

セスフル・エイジング」の再定式化は，弱い市

民を排除しない福祉社会の創造に向けた試みの

１つであると言える。

そして，再度，トーンスタムが彼の２００３年度

の論文に着目したい（Tornstam,2003）。彼は

そのなかで，「宇宙的超越は，（９５歳以上の特定

の条件化にある男性以外は）人生の危機や病気

などの経験を経ることによって促進される」こ
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とを明らかにし，また「宇宙的超越は生活満足

度と強い相関関係にある」ことを取り上げ「危

機は，脅威と好機の両方をもたらす可能性があ

り」「これらについてのより深い理解を得るた

めには，おそらく質的な方法を使用しなければ

ならないだろう」と，ジェロトランセンデンス

における質的調査の必要性を示唆している。虚

弱高齢者の「サクセスフル・エイジング」研究

においても，質的調査によって，高齢者が自身

のライフイベントをどのように捉え直している

のか（内的宇宙の構造）について詳細な分析を

行うことで，彼らの見出す「老い」の「意味」

に触れることができるといえ，それらへの取り

組みを通してわが国におけるジェロトランセン

デンス理論の適応可能性に検証を行うことと，

ジェロトランセンデンス理論の理論的発展の二

つを今後の課題としたい。

注
１） 平成１６年版『高齢社会白書』より，「一般に，

高齢化率が７％を超えた社会を「高齢化社会」，
１４％を超えた社会を「高齢社会」と呼んでい
る。（中略）平成７年に制定された高齢社会対
策基本法は，「我が国の人口構造の高齢化は極
めて急速に進んでおり，遠からず世界に例を見
ない水準の高齢社会が到来するものと見込まれ
ている」（前文）と述べており，法律として初め
て「高齢社会」の用語を使用したものである。

なお，今後到来が予想される高齢化率の一段と
高い社会を「超高齢社会」と呼ぶことがある
が，これについても特に明確な定義があるわけ
ではない。」
本小論においては，高齢化率７％，１４％と単

純に７の倍数である２１％を超高齢社会の参考基
準として考えている。

２） ・EUホームページ（EuropeanEmployment
Strategy）http://ec.europa.eu/employment_
social/employment_strategy/index_en.htmより

３） 「自然的共存は一つの事実である。この共存
の事実によってすべての人に課せられる負債
を，各人相応にそれぞれ承服せざるかぎり，社
会正義は遂に実現せられぬ。この負債は人間の
自由があらかじめ負いたる負担である。真の自
由は，この社会的負債の償却に始まるべきもの
である。（レオン・ブルジョア１９２６ pp.１１０-
１１１）」

４） 段階的「サクセスフル・エイジング」の提唱
と同時に，それもまた一貫性を段階的に置き換
えただけの二元論的視点であるという批判にも
答える必要があるだろう。まず，人間は社会的
存在であり，個人が社会や他者からの役割期待
に応えることで社会が成立し，維持されてい
く。すなわち，社会的適応を否定することはで
きないのである。しかしながら，それによる弊
害としての虚弱高齢者の阻害も容認するわけに
はいかない。そこで，虚弱高齢者という生産性
の求められる社会的適応が困難な者に対する，
新たな価値の創造を求めているのである。これ
らは，既存の価値との段階的な変化である。

５） 武川は，わが国における地域福祉の歴史的発
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展を「第一の改革（明治維新）」「第二の改革
（戦後改革）：「形式分権・実質集権」」「第三の
改革（分権改革）：１９９０～１９９９年」「第四の改
革：２０００年以降」四つの改革に分類し，「施設
から在宅へ」そして地方分権化などの，地域を
主体として社会福祉の展開への傾斜を「地域福
祉の主流化」と概念化した。（武川２００６）
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Abstract:Onepurposeofthisreportistoproposetheneedforre-formulationofthe“successful

aging”concepttoincludevulnerableolderpeople.

AtfirstIpointoutthat“successfulaging”insocialgerontologyisbasedmainlyoncontinuity

andproductivityassocialadaptation.Inadditionithasanaspectofinstrumentalrationalismand

functionsasaslogan,alsorepresentingcriticalconsiderationaboutnotincludingvulnerableolder

peopleinthestudy.Inaddition,IplaceitinthecontextoftheGerotranscendenceTheoryof

Tornstam,fromaviewpointofDisengagementTheory.Fromthis,itbecameclear,thechangeof

theontologyof“aging”ininternalperpectiveisaprocessoftheadaptationoftheindividualfor

vulnerableolderpeople,soitisnecessarytomakemuchofthepersonaladaptation.Forthe

naturaldevelopmentofGerotranscendence,understandingofGerotranscendencebyotherpersons

andthesocietyisnecessaryanditsstrategicpromotionisnecessary.FinallyIsuggeststep-by-

step“successfulaging,”showingaproblem ofthestrategyforacquisitionofaflexibleviewpoint

for“aging”asashiftfromthe“successfulaging”oftheActivityTheorytothe“successfulaging”

oftheDisengagementTheory.

Keywords:successfulaging,adaptation,gerotranscendence,vulnerableolderpeople,Disengagement

Theory

Oneconsiderationforthere-formulationof“successfulaging”:
ApplicationandconsiderationoftheGerotranscendenceTheory
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